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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
上部空間に排気管、先端部が水道蛇口に接続できる接続端子になっている導水管、下部空
間に先端部が水消火器の注入口を封緘したバルブ付きキャップに接続できる接続端子にな
っている吐出管を、それぞれ電磁弁を介して連繋した計量タンクと、該計量タンクの上部
空間に電磁弁を備えたエアー導管を介して連繋したエアーコンプレッサーとを台車に搭載
したことを特徴とする訓練用水消火器の充填装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明が属する技術分野】
本発明は、火災消火器の消火液放出訓練のための水消火器を繰り返し使用可能にする訓練
用水消火器の充填装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
火災消火器は、備え付けのホースを火焔に向け、ピンを抜いてハンドルを握るだけの簡単
な操作により消火液を噴出させることができるように工夫されているが、いざ火災に遭遇
した場合には普段から訓練している人と訓練していない人とでは咄嗟の操作に差がでると
言われている。したがって、火災消火器の扱い方については普段からの訓練が非常に重要
である。
【０００３】
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上記訓練のため、火災消火器を使用することは、消火液が無駄になったばかりでなく、消
火液による環境汚染の問題もあって好ましくないことから、近年では水を噴出できる水消
火器が訓練用として使用されている。この水消火器は本体内に水とエアーを高圧に充填し
ておき、ピンを抜いてハンドルを握るとホースより水が勢いよく噴出するようになってい
ることから取り扱い上は火災消火器と全く変ることがなく、訓練成果は十分に達成し得る
。
【０００４】
上記水消火器は、訓練のため水を噴出させた後、「空」になった本体内に水とエアーを充
填できるようにするために、本体の肩部に水及びエアーを注入する注入口が設けられてい
る。該注入口はバルブ付きキャップで封緘され、キャップを取外して注入口を開放させて
から計量マスにて測った量の水をロートを使って注入する。しかる後、キャップを締め込
み、該キャップのバルブよりエアーコンプレッサーから圧送したエアーを注入して本体内
を高圧化させていた。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、水の補充に当たり、本体の肩部に設けた注入口からキャップを外すには一
定の工具を使う必要があった上に、極めて強い力が必要となり、女性や子供では困難な作
業であった。また、計量マスにて測った量の水はロートを使って注意深く注入するため時
間も手間もかかり甚だ面倒であった。さらに、一定量の水を充填した後、本体内を高圧に
保つためにエアーを圧送するために必要なエアーコンプレッサーを上記の器具とともに運
び込む面倒もあった。
【０００６】
本発明は、上記の課題を解決するためのもので、その目的とするところは、バルブ付きキ
ャップはいちいち取外さず、閉じたままで水及びエアーの充填が短時間にして簡単に完了
できる訓練用水消火器の充填装置を提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するため、本発明は、上部空間に排気管、先端部が水道蛇口に接続でき
る接続端子になっている導水管、下部空間に先端部が水消火器の注入口を封緘したバルブ
付きキャップに接続できる接続端子になっている吐出管を、それぞれ電磁弁を介して連繋
した計量タンクと、該計量タンクの上部空間に電磁弁を備えたエアー導管を介して連繋さ
れたエアーコンプレッサーとを台車に搭載したことを特徴とし、台車を現場に運び、台車
に搭載した計量タンクの導水管の先端部を水道蛇口に接続して蛇口を「開」にし、吐出管
の先端部を水消火器の注入口を封緘したバルブ付きキャップに接続し、エアーコンプレッ
サーの電源プラグを現場に備えられている電源コンセントに差し込んでメーンスイッチを
オンするだけで、計量タンク内に水道水及びエアーが導入され、次いで、該計量タンク内
の水及びエアーが空の水消火器内に自動注入できるように構成した。
【０００８】
【発明の実施の態様】
次に、本発明を添付図面に示す実施の態様に基づいて説明する。図１は本願充填装置の外
観斜視図、図２は本願充填装置の要部の略示的説明図である。
【０００９】
図において、１は本願充填装置で、車輪２と手押し棒３とを備えた台車４のボディ内に計
量タンク５とエアーコンプレッサー６とを搭載してなる。この台車４のボディは比較的に
重量が嵩むエアーコンプレッサー６を収容する下筐体４ａを設け、その上に前記計量タン
ク５を収容する上筐体４ｂを設けている。前記エアーコンプレッサー６を収容する下筐体
４ａの上面の空きスペース４ｃには後記する水消火器１３を安定保持する筒状枠４ｄを設
けている。なお、台車４は図示していないが、ボディ部分と車輪部分とが分離する形体で
あってもよい。また、車輪操舵手段があってもよい。さらに、バッテリーやガソリンエン
ジンなどを利用した車輪駆動手段が備えられていてもよい。
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【００１０】
前記計量タンク５の上部空間には、電磁弁７を介して排気管８が連繋されているとともに
、該排気管８の先端部８ａは大気中に排気できるように台車４のボディ外に向けて突出し
ている。また、計量タンク５の上部空間には、電磁弁９を介して導水管１０が連繋されて
いる。この導水管１０の先端部は、市水の水道蛇口１１に接続できる接続端子１２になっ
ている。この場合、接続端子１２が係脱できる被接続端子１２′を用意し、予め水道蛇口
１１に取り付けておくと接続し易い。
【００１１】
さらに、前記計量タンク５には、水消火器１３の本体内に収容できる水の容量に合わせて
水量を設定できる水量計１４と、内圧検出器１４′とが備えられている。該水量計１４は
設定した水量値ごとの検出信号を、また、内圧検出器１４′は計量タンク５の内圧及び計
量タンク５に連繋される水消火器１３の内圧をそれぞれの設定値ごとの検出信号を、後記
する制御手段２３に向けて出力できるようになっている。
【００１２】
前記エアーコンプレッサー６は、電磁弁１５を備えたエアー導管１６を介して前記計量タ
ンク５の上部空間に連繋されている。このエアーコンプレッサー６は、消火訓練が行われ
る現場（例えば、消防訓練施設、学校、企業など）に備えられている電源コンセント６′
から電力を借用できるように長いリード線６ａの先端に電源プラグ６ｂを備えている。こ
れによりバッテリーや発電機が省略でき、エアーコンプレッサー自体の小型化や軽量化に
寄与できる。
【００１３】
前記計量タンク５の下部空間には、電磁弁１７を介して吐出管１８が連繋されている。該
吐出管１８の先端部は、前記水消火器１３の肩部に設けた水及びエアーの注入口１９を封
緘したバルブ２０付きキャップ２１に接続できる接続端子２２になっている。この場合、
該接続端子２２が係脱できる被接続端子２２′を用意し、予め前記キャップ２１に取り付
けておくと接続し易い。
【００１４】
前記排気管８の電磁弁７、前記導水管１０の電磁弁９、前記エアー導管１６の電磁弁１５
及び前記吐出管１８の電磁弁１７は、制御手段２３からの出力信号により開閉が制御され
るようになっている。
【００１５】
次に、上記実施態様にて示した本願充填装置１の作用を説明する。いま、台車４を消火訓
練が行われる現場（消防訓練施設、学校、企業など）に運ぶ。車輪２と手押し棒３を備え
る台車４は現場内での移動は自在である。現場では水道水や電力を借用する。
【００１６】
まず、台車４を水道水や電力の借用が可能な場所まで移動させ、該台車４に搭載した計量
タンク５の上部空間に連繋した導水管１０の先端部の接続端子１２を水道蛇口１１に接続
しその蛇口を「開」にする。一方、エアーコンプレッサー６からリード線６ａを引き出し
電源プラグ６ｂを現場の電源コンセント６′に差し込む。
【００１７】
次いで、台車４の下筐体４ａ上の空きスペース４ｃに設けた筒状枠４ｄに空の水消火器１
３を保持させる。そして、水消火器１３の肩部に設けた注入口１９を封緘したバルブ２０
付きキャップ２１に、前記計量タンク５の上部空間に連繋した吐出管１８の先端部の接続
端子２２を接続する。これにより準備作業が全て終了する。
【００１８】
次に、メーンスイッチ（図示せず）を投入すると、制御手段２３からの信号により排気管
８の電磁弁７が開くと同時に導水管１０の電磁弁９が開いて水道水が計量タンク５内にそ
の上部空間から注入される。水量が水量計１４により検知され、その信号を制御手段２３
が受領すると、該制御手段２３は電磁弁７及び電磁弁９を閉じると同時にエアーコンプレ
ッサー６の電磁弁１５を開いて計量タンク５内にエアーを導入させる。
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【００１９】
そして、計量タンク５の内圧が一定値に達し、それが内圧検知器１４′の検知信号として
出力され、これを制御手段２３が受領すると、前記吐出管１８の電磁弁１７を開いて計量
タンク５内の水を水消火器１３内に注入開始（移し替える）するが、計量タンク５内の水
は、引き続き加えられるエアーコンプレッサー６による圧送力でバルブ２０を通して強制
的に水消火器１３内に注入されることとなる。
【００２０】
前記計量タンク５の内圧検知器１４′は、計量タンク５と同通している水消火器１３内の
エアー圧をも同時に監視しているから、該内圧検知器１４′による水消火器１３内の設定
エアー圧が検出され、その検出信号が前記制御手段２３に受領されると、該制御手段２３
はエアーコンプレッサー６の電磁弁１５及び吐出管１８の電磁弁１７を閉じることとなる
。これにより水消火器１３内には予め設定された必要な水量の水と、必要な圧のエアーの
自動注入が完了する。
【００２１】
しかる後、水消火器１３の肩部に設けた注入口１９を封緘したバルブ２０付きキャップ２
１から吐出管１８の先端部の接続端子２２を取り外せば、該水消火器１３は移動可能とな
り、消火訓練用として即座に利用できるようになる。
【００２２】
【発明の効果】
以上の如く、本発明は、上部空間に排気管、先端部が水道蛇口に接続できる接続端子にな
っている導水管、下部空間に先端部が水消火器の注入口を封緘したバルブ付きキャップに
接続できる接続端子になっている吐出管を、それぞれ電磁弁を介して連繋した計量タンク
と、該計量タンクの上部空間に電磁弁を備えたエアー導管を介して連繋されたエアーコン
プレッサーとを台車に搭載したことを特徴としているから、台車を現場に運び、台車に搭
載した計量タンクの導水管の先端部を水道蛇口に接続して蛇口を開にし、吐出管の先端部
を水消火器の注入口を封緘したバルブ付きキャップに接続し、エアーコンプレッサーの電
源プラグを現場に備えられている電源コンセントに差し込んで、メーンスイッチをオンす
るだけで、計量タンク内に水道水及びエアーが導入され、次いで、該計量タンク内の水道
水及びエアーが空の水消火器内に自動注入できるという優れた効果を奏するものである。
【図面の簡単な説明】
【図１】本願充填装置の外観斜視図である。
【図２】本願充填装置の要部の略示的説明図である。
【符号の説明】
１　本願充填装置
２　車輪
３　手押し棒
４　台車
４ａ　下筐体
４ｂ　上筐体
４ｃ　空きスペース
４ｄ　筒状枠
５　計量タンク
６　エアーコンプレッサー
６′　電源コンセント
６ａ　リード線
６ｂ　電源プラグ６ｂ
７　電磁弁
８　排気管
８ａ　先端部
９　電磁弁
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１０　導水管
１１　水道蛇口
１２　接続端子
１２′　被接続端子
１３　水消火器
１４　水量計
１５　電磁弁
１６　エアー導管
１７　電磁弁
１８　吐出管
１９　注入口
２０　バルブ
２１　キャップ
２２　接続端子
２２′　被接続端子
２３　制御手段

【図１】 【図２】



(6) JP 4121909 B2 2008.7.23

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００２－０１４６０３（ＪＰ，Ａ）
              特開２００１－０５４５８４（ＪＰ，Ａ）
              実開平０５－０１５９６６（ＪＰ，Ｕ）
              特開昭６２－０８４７７８（ＪＰ，Ａ）
              実開平０７－０３４８５３（ＪＰ，Ｕ）
              特開平０６－３４５０４４（ＪＰ，Ａ）
              特開２００１－１４９４９１（ＪＰ，Ａ）
              実開昭５７－０９０１６２（ＪＰ，Ｕ）
              特開昭５７－０４５８７４（ＪＰ，Ａ）
              実開昭６２－２０４０８５（ＪＰ，Ｕ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              A62C  13/76
              A62C  39/00


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

